
早稲田大学デモクラシー創造研究所の設置について 
 
日頃より、早稲田大学マニフェスト研究所の活動にご一緒してくださりありがとうございます。 
日本の選挙をマニフェスト型選挙に進化させ民主主義の成熟をはかること、マニフェストを応用して既存の
慣例や組織文化を変えること、地域から変革の波を起こし日本の制度や仕組みを変えることを目的に、2004
年に早稲田大学マニフェスト研究所は設置されました。 
これまで20年にわたり、産官学勤労言士の多様な皆様にご賛同いただき、ご尽力を賜りましたこと、大変心
強く、嬉しい限りでございました。 
しかしながら、未だ道半ばでございます。4月からは、「早稲田大学デモクラシー創造研究所」が設置され、
弊所の活動も継続進化させながら更なる民主主義のインフラ整備に取り組んでまいります。 
 
また、2014年「まち・ひと・しごと創生法」（いわゆる地方創生法）が施行されましたが、この年に早稲
田大学マニフェスト研究所の活動を補完する役割として一般社団法人地域経営推進センターを設立しました。 
その地方創生法施行から10年の節目を迎え、また、早稲田大学マニフェスト研究所が20年の活動に幕を下
ろし、新研究所へと移行するタイミングに合わせて、次なるステージへ進むことを決め、その象徴として社名
を「一般社団法人Maniken」（地域経営のためのあたらしいマニフェスト研究所）へと変更することといたし
ました（4月上旬予定）。 
Manikenは、私たちのこれまでの活動を発展継承しつつ、時代の変化を敏感にとらえ時代をリードしていく
意思を込めた「不易流行」の意味があります。 
あたらしいManikenも、これまで以上にご愛顧いただけますよう、どうぞよろしくお願いします。 
 
今後ともお力添えを賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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